
















































































































































身長 25 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 
（103 ㎝） 
身長 50 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 
（109 ㎝） 
身長 75 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 
（112 ㎝） 
図 1  ⾝⻑別 50 ㎝⾼さの机における包丁保持姿勢
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図 2  調理台の⾼さの変化と包丁保持姿勢
図 3  調理台の⾼さと肘関節⾓度（50％タイル値）の関係 
（⼦ども⽤机の⾼さ） 
全体  
ｒ＝-0.38 
− 112 −
ている。
　幼児期の調理体験と食行動の関連については、堀田5）は「食事作りのなどの経験を通じて幼児の食
行動を広げることは食習慣形成だけでなく生活意欲にも関与している」と報告している。また、瀬尾
ら10）は「５、６児は食べることを身体の健康や成長に関連付けてし、６歳後半は食べることを心に
も関連付けて理解している。」とし、幼児の食行動は他者のやりとりを通して確立するとしている。
さらに鈴木11）は「よく調理する幼児は食事に関する全般的な手伝いをし、食べることへの関心が高
く、栄養に関する知識も持ち合わせている傾向がある。」としている。これらの報告からも幼児期に
調理体験をすることは、幼児の食の興味・関心を高め、この時期の食育目標である「食を営む力を培
う」ことの育成に繋がると考える。
　しかし、現在、ライフスタイルや家族形態の変化に伴い、食の外部化が進んでおり12）、先行研究
においても家庭における調理体験は家庭内調理の簡素化志向や食事時間の多様化が強まり減少してい
る5）と報告している。本来、調理体験は家庭で行うことが望ましいが、様々な社会的背景から家庭で
の実施が難しくなっていると考える。そのため、保育施設で調理体験をする意義は高いといえる。
　クッキング活動は教育効果が高い体験型の幼児が楽しめる食育活動ではあるが、その特性から切創
や火傷といった事故につながりやすい。調理台は調理作業を行う上で欠かせないものであり、不適切
な高さの調理台を使用することで安全性の確保や作業効率、疲労感などに影響を及ぼすと考えられ
る。幼児は調理動作が未熟なため、成人より安全への配慮が必要であり、適切な調理台を使用した作
業が求められる。古賀13）によると「子ども達を対象に料理教室を行う際は備品や設備面で注意が必
要である」としているが、保育施設では専用の設備を設置しているところが少ないのが現状である。
　本研究では幼児に適した調理台の高さの基礎調査として、保育施設で使用されている子ども用の机
が幼児の調理台として適しているかの調査を行った。今回の調査から現状で使用されている高さでの
包丁作業は肘が伸長し、肘関節を支点とした腕の動きができず、食材等を切る力が安定しないことが
窺えた。本研究では幼児に適した高さを示すまでには至らなかった。駒田14）は幼児が日常触れる機
会の少ない包丁を用いることはクッキングに大きな関心をもつきっかけになると報告している。今
後、幼児が包丁作業を行うのに適した調理台高さの指標を検討し、広く周知することは事故のリスク
を軽減が期待できる他、クッキングを通して幼児の食経験を広げることにつながると考えられる。
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